
 

 

 

 

 

 

 

 

      

月 火 水 木 金 土 

１ 

交通訓練 

歯科健診 

 ２ 

身体測定 

３ 

 

４ 

礼拝 

 

５ 

体育教室 

６ 

 

８ 

 

９ 

プール開き 

１０ 

 

１１ 

礼拝 

 

１２ 

年長児 

お泊り保育→ 

１３ 

 

１５ 

 

１６ 

 

１７ 

誕生会 

 

１８ 

花の日礼拝 

内科健診 

１９ 

体育教室 

 

２０ 

 

２２ 

 

２３ 

 

２４ 

 

２５ 

礼拝 

 

２６ 

避難訓練 

 

２７ 

 

２９ 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主題 ふれる・やってみる 目標 砂・泥・水等で遊ぶ楽しさや、様々な感触を経験する 

聖句 愛によって互いに仕えなさい  

ガラテヤ （５：１３） 

讃美歌 ♪ ぱらぱらおちる 

♪ ふんわりげのこひつじ 

月の歌 かえるのうた・歯をみがきましょう 

        『愛によって互いに仕え合いなさい』（ガラテヤの信徒への手紙 5章 13節） 

私たちは「喜びや感謝の思い」を持って生れてきました。誕生した時には祝福をもって家族に受け入れられ、また家

族の励ましや慰め、支えにもなっています。家族を喜ばせたい、喜んでほしいと思いながら、毎日平凡でよいから「平

安であり幸せな生活」を目指して頑張っています。実際、私たちは競争社会の中に生きています。他人との比較の中に

毎日を過ごしています。近い将来子どもたちもその社会に入って行かなくてはなりません。無力さや弱さを感じること

も多々あることでしょう。しかし、人間は輝かなくてはなりません。子どもたちには現在も将来もいつでも輝いていて

ほしいと欲しいと思います。それぞれに与えられた賜物《能力・力》があります。それらを用いて家族が共に喜び、共

に悲しみ、共に楽しみ、共に泣く。新型コロナウイルスによって私たちは、たいへんでありますが家族が寄り添い、配

慮することが必要なことを実感しているのではないでしょうか。大人も子どももお互いの心を感じ合う生活の大切さを

感じていると思います。親子が互いに心を感じあえることができるということは素晴らしいことではないでしょうか。

互いに愛をもって『共に生きる』『共に歩む』ことが人生の土台ではないかと思います   牧師 濱田 道明 

 


